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11
月
25
日
㈮
、
第
２

回
電
気
工
事
技
能
競
技

全
国
大
会
が
東
京
両
国

国
技
館
に
お
い
て
出
場

選
手
を
含
め
お
よ
そ
２

０
０
０
名
が
参
加
し
、

開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
テ
ー
マ
は
、「
競

え
、
翔
け
、
技
も
の
が

た
り
、
目
指
す
は
熱
き

孤
高
の
輪
！
」

　
高
度
化
、
多
様
化
す

る
社
会
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
の
知

見
を
広
め
る
絶
好
の
機

会
と
し
て
、
全
日
連
に

所
属
す
る
電
気
工
事
技

術
者
の
資
質
と
技
術
水

準
の
向
上
を
図
り
お
客

さ
ま
満
足
と
安
全
・
安

心
に
電
気
を
届
け
る
こ

と
に
よ
り
電
気
工
事
業

界
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。

　
今
大
会
は
、
第
１
回

大
会
の
検
証
結
果
を
も

と
に
女
性
電
気
工
事
士

の
活
躍
の
場
を
広
げ
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
電
気
工
事
士
業
界

の
将
来
の
担
い
手
育

成
、
入
職
促
進
及
び
教

育
活
動
の
一
助
と
し
て

「
一
般
の
部
」
30
名
に

加
え
、「
女
子
の
部
」、

「
高
校
生
の
部
」
を
新

設
し
、
各
５
名
を
加
え

た
40
名
の
選
抜
さ
れ
た

選
手
が
学
科
と
技
能
を

競
っ
た
。
特
に
、
高
校

生
の
部
に
つ
い
て
は
、

電
気
工
事
業
界
の
将
来

に
向
け
て
人
材
確
保
及

び
実
業
教
育
の
振
興
を

目
指
そ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
成
果
が

期
待
さ
れ
る
。

　
技
能
競
技
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
前
回
実

技
、
学
科
の
両
課
題
を

当
日
に
行
っ
た
が
、
今

回
は
、
学
科
競
技
を
前

日
行
い
、
高
い
技
術
レ

ベ
ル
の
白
熱
し
た
大
会

と
な
っ
た
。

　
今
回
大
会
は
、
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
出
場

枠
３
名
に
対
し
、
本
県

を
含
め
て
４
県
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
が
、
本
県

が
出
場
を
秋
田
、宮
城
、

福
島
の
３
県
に
譲
り
、

次
回
の
優
先
出
場
を
得

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
第
３
回
大
会
は
、
い

よ
い
よ
本
県
選
手
の
出

場
が
予
定
さ
れ
る
。
組

合
役
員
、
青
年
部
な
ど

事
前
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

参
加
者
だ
け
で
も
50
名

余
り
が
大
会
を
視
察
し

た
。
次
回
大
会
に
向
け

て
多
く
の
事
を
吸
収
し

よ
う
と
熱
心
に
出
場
選

手
の
一
挙
手
投
足
に
視

線
を
注
い
で
い
た
。

　
競
技
の
結
果
、
金
賞

及
び
経
済
産
業
大
臣
賞

は
小
柳
剛
之
氏
（
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
）、
銀
賞
は
、

松
尾　
篤
氏
（
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
）、
銀
賞
は
、

杉
本
光
矢
氏
（
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
）、
銅
賞
は
、

又
木
英
雄
氏
（
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
）、
西
尾
浩
司

氏
（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
）、

小
林
宏
行
氏
（
関
西
ブ

ロ
ッ
ク
）が
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
敢
闘
賞
は
、

松
岡
健
一
氏
（
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
）、
城
間
啓
介

氏
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）

が
、
ま
た
、
安
全
作
業

大
賞
は
今
川
公
人
氏

（
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
）
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　
今
回
新
た
に
設
け
ら

れ
た
女
性
の
部
で
は
、

最
優
秀
賞
及
び
国
土
交

通
大
臣
賞
は
、
前
田
宏

枝
さ
ん
（
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
）
が
、
ま
た
高
校
の

部
で
は
、
最
優
秀
賞
及

び
文
部
科
学
大
臣
賞

は
、
千
葉
県
立
千
葉
工

業
高
校
齋
藤
平
也
さ
ん

（
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
。

全日電工連米沢会長挨拶

第
２
回
技
能
競
技
全
国
大
会
開
催

女
子
の
部
、
高
校
生
の
部
も
新
設

本
組
合
役
員
な
ど
約
50
人
が
視
察

全日電工連
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《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15－ 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15－ 1
  TEL（019）652－ 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　      

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

三菱電機住環境システムズ株式会社

東北支社　統括営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11

TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

これからの暮らしに、
本当に必要なものってなんだろう。
―これからの豊かさや幸せのために、
　私たちが、はじめたこと。
　それは、あらためて「暮らしの本質」を
　見つめなおすこと。
　〝省エネ化〟「省資源化」という社会全体の
　課題を解決しながら、
　ひとりひとりの「暮らしのクオリティ」を高めていくこと。
　そのための、新しいものづくりをはじめること。

　時代が効率を求めても、
　社会が複雑に変わっても、
　暮らしに大切なものはそう変わらない。
　誰もが使いやすい「人」発想の設計で、
　かしこくムダのないエコテクノロジーで、
　私たちは、人と社会、地域をつないで、
　これまでにない暮らしのよろこびを
　お届けしていきます。

　きょうをもっと豊かなものに、
　あしたをもっと待ち遠しいものに、
　変えていくために。

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝
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支部
トピックス

北上支部

　
北
上
市
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
い
え
ば
、
ま
ず

は
展
勝
地
が
思
い
浮
か

ぶ
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。

　
桜
の
名
所
と
し
て
全

国
的
に
も
有
名
な
景
勝

地
で
あ
る
展
勝
地
は
四

季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
北
上
支
部
で

は
、
春
の
「
さ
く
ら
ま

つ
り
」
と
夏
の
「
み
ち

の
く
芸
能
ま
つ
り
」
に

照
明
設
置
業
務
で
携
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
展
勝
地
付
近
に
は
み

ち
の
く
民
俗
村
（
北
上

市
立
博
物
館
）が
あ
り
、

北
上
市
の
歴
史
と
自
然

に
つ
い
て
気
軽
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
博
物
館
が
今
年
９
月

22
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
て
、
昭
和

48
年
の
開
館
以
来
は
じ

め
て
の
大
規
模
な
施
設

改
修
と
展
示
替
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
平
泉
に
先
立
っ
て
仏

教
文
化
が
花
開
い
た
古

代
の
大
寺
院
「
国
見
山

廃
寺
」
の
出
土
品
や
伝

世
品
を
中
心
に
展
示
し

て
い
る
ほ
か
、
市
内
の

遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た

縄
文
土
器
、
江
釣
子
古

墳
群
の
遺
物
は
も
ち
ろ

ん
、
中
世
に
こ
の
地
を

治
め
た
和
賀
一
族
ゆ
か

り
の
品
、
江
戸
時
代
の

南
部
と
伊
達
の
藩
境
の

く
ら
し
、
そ
し
て
隆
盛

を
き
わ
め
た
黒
沢
尻
川

岸
で
の
北
上
川
舟
運
の

様
子
な
ど
に
つ
い
て
、

近
年
の
発
掘
調
査
や
研

究
の
結
果
も
あ
わ
せ
て

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
９
月

22
日
、
和
賀
町
横
川
目

に
あ
る
和
賀
庁
舎
１
階

に
北
上
市
立
博
物
館
和

賀
分
館
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

常
設
展
示
で
好
評
だ
っ

た
動
物
や
鳥
の
は
く

製
、
岩
石
や
化
石
の
展

示
と
、
北
上
の
発
展
に

つ
く
し
た
先
人
や
郷
土

の
偉
人
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
は
和
賀
分
館
に

て
観
覧
無
料
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
北
上
市
立
博
物
館
の

開
館
時
間
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

和
賀
分
館
の
開
館
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
で
す
。

　
北
上
市
を
訪
れ
た
際

に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
次
回
は
花
巻
支
部
）

平野理事長

北上市立博物館

　
10
月
14
日
㈮
一
関
支

部
平
泉
町
に
お
い
て
移

動
理
事
会
（
懇
談
会
）

が
開
催
さ
れ
た
。

　
移
動
理
事
会
は
、
組

合
運
営
の
円
滑
化
と
活

性
化
を
図
る
た
め
、
組

合
本
部
と
支
部
と
の
協

議
の
場
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
現
況
な
ど
を
把

握
し
組
合
に
対
す
る
要

望
等
を
伺
う
機
会
と
し

て
開
催
し
て
い
る
も

の
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災

か
ら
５
年
半
余
り
が
経

過
し
、
被
災
地
も
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
今
回

は
、
県
南
部
の
一
関
地

域
に
お
い
て
移
動
理
事

会
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
た

　

主
な
議
題
と
し
て

は
、
⑴
第
２
回
電
気
工

事
技
能
競
技
全
国
大
会

視
察
に
つ
い
て
、
大
会

開
催
概
要
及
び
大
会
視

察
参
加
者
名
簿
が
示
さ

れ
、
参
考
資
料
に
よ
り

大
会
の
基
本
理
念
や
目

的
等
説
明
。
技
能
競
技

大
会
視
察
参
加
者
は
、

基
本
理
念
、
目
的
及
び

そ
れ
ら
効
果
等
を
認
識

し
た
う
え
で
大
会
視
察

に
参
加
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
次
い
で
⑵
組
合
加
入

促
進
対
策
に
つ
い
て
、

組
合
加
入
の
ご
案
内
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等

に
関
す
る
協
力
依
頼

や
、
各
支
部
に
お
い
て

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

加
入
促
進
策
を
検
討
し

た
う
え
で
組
合
員
の
加

入
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　
⑶
「
高
校
生
の
も
の

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
６
岩
手
県
大
会

（
案
）」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
県
立
黒
沢
尻
工

業
高
校
で
開
催
さ
れ
、

青
年
部
が
参
加
し
て
の

「
高
校
生
や
教
員
と
の

意
見
交
換
会
」
が
行
わ

れ
、
一
定
の
成
果
を
収

め
た
こ
と
か
ら
今
年
度

も
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

　
今
年
度
は
、
当
該
大

会
及
び
意
見
交
換
会
に

つ
い
て
、
理
事
等
に
対

し「
も
の
づ
く
り
大
会
」

の
視
察
と
合
わ
せ
て
参

加
を
案
内
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

最
後
に
、「
本
部
、

支
部
、
組
合
員
に
対
す

る
情
報
伝
達
手
段
に
つ

い
て
協
議
が
な
さ
れ

た
。

　
現
状
、
本
部
か
ら
支

部
へ
の
手
段
と
し
て
サ

イ
ボ
ウ
ズ
は
一
定
程
度

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

各
支
部
か
ら
組
合
員
へ

の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

ず
、
フ
ァ
ク
ス
利
用
が

大
部
分
を
占
め
て
い
る

状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

サ
イ
ボ
ウ
ズ
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
と
し

た
。

　
報
告
事
項
と
し
て

①
全
日
電
工
連
の
最
近

の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て

　
業
界
理
解
促
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
北
海

道
で
行
わ
れ
た
電
工
青

年
部
に
よ
る
高
校
電
気

科
生
徒
の
保
護
者
向
け

説
明
会
開
催
の
事
例
報

告
が
な
さ
れ
た
。

②
厚
生
年
金
基
金
に
係

る
事
業
主
説
明
会
に
つ

い
て

　
11
月
１
日
㈫
盛
岡
市

ア
イ
ー
ナ
に
お
い
て
、

東
北
七
県
厚
生
年
金
基

金
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
担
当

者
出
席
の
も
と
、「
新

年
金
制
度
で
あ
る
確
定

給
付
企
業
年
金
の
内
容

等
に
関
す
る
説
明
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

③
表
彰
関
係
に
つ
い
て

本
県
関
係
の
２
人
の
被

表
彰
者
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。（
被
表
彰
者
は

三
面
に
掲
載
）

④
台
風
10
号
に
よ
る
浸

水
等
の
被
害
お
見
舞
い

に
つ
い
て

　
水
害
に
遭
わ
れ
た
事

業
者
に
対
し
て
見
舞
金

を
贈
呈
し
た
旨
報
告
が

な
さ
れ
た
。

⑤
情
報
提
供
と
し
て
新

た
な
県
立
高
等
学
校

再
編
計
画
（
Ｈ
27
年
〜

Ｈ
37
年
）
及
び
高
校
生

の
バ
イ
タ
ー
ン
制
度
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
移
動
理
事
会
終
了
後

引
き
続
き
、
一
関
支
部

役
員
・
青
年
部
と
の
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
佐

藤
支
部
長
か
ら
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ

内
容
に
つ
い
て
質
問
が

な
さ
れ
、
照
井
副
理
事

長
か
ら
受
け
入
れ
業
者

間
で
事
前
に
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
る
花
巻

北
上
支
部
で
の
事
例
紹

介
が
あ
っ
た
。

　
移
動
理
事
会
、
一
関

支
部
役
員
と
の
懇
談
会

終
了
後
、
東
北
電
力
一

関
営
業
所
須
田
所
長

様
、
山
田

課
長
様
を

来
賓
と
し

て
お
招
き

し
て
の
懇

親
会
が
開

催
さ
れ
、

会
議
で
話

し
き
れ
な

か
っ
た
話

題
等
を
話

し
合
い
和

や
か
に
懇
談
し
た
。

移
動
理
事
会
、一
関
支
部
で
開
催

地
域
の
現
況
な
ど
把
握
、活
性
化
目
指
す

酒のくら交流施設を視察（千厩町）

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備　機器通信設備機器　防犯設備機器

本　　　 社 ／ 盛岡市高松２丁目１５－６ TEL (019) 662－1411
北上営業所 ／ 北上市九年橋３丁目７－６７ TEL (0197) 65－2211
一関営業所 ／ 一関市赤荻字桜町１４１－１ TEL (0191) 25－4390
大槌出張所 ／ 上閉伊郡大槌町吉里々々第８地割２９－１ TEL (019) 662－1411

太陽光発電システム・オール電化商品・省エネルギー
・セキュリティシステム等
快適住環境設備商品をご提案、お届けしてまいります。
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国
土
交
通
省
か
ら

今
年
度
25
回
目
を
迎
え

る
、
優
秀
な
技
術
・
技

能
を
持
ち
、
後
進
の
指

導
・
育
成
に
貢
献
し
た

三澤さん（ 金澤電気工 業 所）  建設マスター

佐藤さん（ 南 部 電気 工 事）  建設
ジュニア
マスター

建
設
技
能
者
を
対
象
に

顕
彰
さ
れ
る
「
優
秀
施

行
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰
」（
建
設
マ
ス
タ

ー
）
と
今
年
度
２
回
目

と
な
る
、
建
設
現
場
に

10
年
以
上
従
事
し
た
39

歳
以
下
の
技
能
者
を
対

象
に
顕
彰
さ
れ
る
「
青

年
優
秀
施
行
者
土
地
・

建
設
産
業
局
長
顕
彰
」

（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス

タ
ー
）
の
顕
彰
式
典
が

10
月
７
日
㈮
、
東
京
都

港
区
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
当
組
合

企
業
従
業
員
で
あ
る
、

一
関
支
部
、
㈱
金
澤
電

気
工
業
所
の
三
澤
栄
基

さ
ん
が
建
設
マ
ス
タ
ー

に
、
北
上
支
部
、
南
部

電
気
工
事
㈱
の
佐
藤
美

保
さ
ん
が
建
設
ジ
ュ
ニ

ア
マ
ス
タ
ー
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　
本
年
度
の
第
一
種
電

気
工
事
士
定
期
講
習
会

が
、
10
月
26
日
㈬
、
盛

岡
市
松
尾
町
の
建
設
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　
県
内
に
お
け
る
今
年

度
の
開
催
は
、
こ
れ
が

最
後
と
あ
っ
て
青
森
、

秋
田
等
県
内
外
か
ら
１

５
３
人
と
昨
年
度
よ
り

70
人
ほ
ど
多
い
参
加
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
定

期
講
習
制
度
が
変
更
さ

れ
、
指
定
講
習
機
関
が

複
数
指
定
と
な
り
、
受

講
者
が
指
定
講
習
機
関

を
選
択
し
受
講
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

で
行
っ
て
い
た
受
講
案

内
の
送
付
が
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
個
人
が
受

講
期
限
を
管
理
し
て
受

講
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。

　
ま
だ
、
変
更
に
な
っ

た
こ
と
を
知
ら
な
い
資

格
者
も
多
数
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
組
合
で

は
、
第
一
種
電
気
工
事

士
免
許
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
に
電
気
工
事
技
術

講
習
セ
ン
タ
ー
へ
の
登

録
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

三
澤
栄
基
さ
ん

佐
藤
美
保
さ
ん

　
全
日
電
工
連
に
よ
る

技
能
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
２
回
目
と
な
る
。

本
県
電
気
工
事
業
界
に

は
、
余
り
馴
染
み
が
な

い
が
、
組
合
で
は
、
昨

年
12
月
第
２
回
全
国
大

会
に
向
け
て
各
支
部
を

通
じ
て
大
会
へ
の
出
場

選
手
を
募
集
し
た
。
本

技
能
競
技
全
国
大
会
等
へ
の
参
加
に
よ
る

成
果
・
効
果
に
つ
い
て

号
で
は
、
技
能
競
技
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
る
成
果
や
そ
の
効
果

な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
。
競
技
大
会
へ

の
参
加
は
、
事
業
主
側

か
ら
す
れ
ば
、
訓
練
に

要
す
る
経
済
的
負
担
と

多
忙
な
業
務
の
中
で
新

た
に
訓
練
を
行
う
こ
と

に
よ
る
従
業
員
へ
の
負

担
等
を
考
慮
す
れ
ば
、

大
会
出
場
を
選
手
に
呼

び
か
け
る
こ
と
は
大
変

な
決
断
を
要
す
る
で
あ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
北
海
道
東

北
な
ど
六
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
出
場
し
た
選
手
や
事

業
主
の
方
か
ら
出
場
に

際
し
て
の
苦
労
や
成

果
・
効
果
な
ど
に
つ
い

て
伺
っ
た
。

　
訓
練
す
る
上
で
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
、「
仕

事
と
訓
練
の
両
立
」
が

ほ
と
ん
ど
の
選
手
か
ら

聞
か
れ
た
。
時
間
が
な

い
中
で
仕
事
を
終
え
た

こ
と
等
に
あ
る
。

　
効
果
と
し
て
は
、
①

目
標
は
、
仕
事
に
対
す

る
意
識
向
上
に
大
き
な

効
果
を
生
み
、
選
手
を

育
て
る
た
め
全
社
を
あ

げ
て
支
援
。
②
選
手
は

や
が
て
指
導
者
に
な

り
、
選
手
を
育
て
る
と

い
う
循
環
が
生
ま
れ
指

導
者
も
育
成
。③
会
社・

第一種電気工事士のみなさんへ

平成25年度から第一種電気工事士定期講習の受講案内の
送付がなくなりました！！
講習センターに登録すると「登録料・年会費」が無料で、
下記サービスが受けられます。
　１ 皆様の受講時期に合わせて講習をご案内。
　インターネットから登録すると
　２ いつでも技術情報、事故情報等を閲覧可能。
　３ マイページから「受講者情報の変更」「講習申込状

況の確認」「領収書の発行」が可能。
　問合せ　岩手県電気工事業工業組合
　　　　  電話 ０１９－６５６－３２５５

電気工事技術講習センターに登録しましょう！

意
識
が
高
ま
っ
た
。
社

内
の
連
帯
感
が
深
ま
っ

た
。
日
常
の
学
習
意
欲

が
向
上
し
た
。
業
務
を

互
い
が
カ
バ
ー
し
合
う

こ
と
か
ら
連
帯
感
が
生

れ
た
な
ど
の
声
も
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
技
能
競
技
大

会
は
、
全
日
電
工
連
の

全
国
大
会
の
ほ
か
、
中

央
職
業
能
力
開
発
協
会

が
主
催
す
る
20
歳
以
下

の
「
若
年
者
も
の
づ
く

り
競
技
大
会
」
や
23
歳

以
下
の
「
技
能
五
輪
全

国
大
会
」
等
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
大
会
の
、
目

的
は
、
①
技
能
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
②
技
能
労

働
者
の
地
位
向
上
、
③

も
の
づ
く
り
技
能
の
素

晴
ら
し
さ
を
多
く
の

方
々
へ
の
理
解
を
頂
く

選
手
と
も
相
当
の
負
担

で
あ
る
が
、
技
術
力
の

高
さ
の
象
徴
と
し
て
会

社
・
社
員
の
誇
り
。
④

他
社
の
技
術
・
技
能
を

見
る
こ
と
に
よ
る
自
身

の
技
術
・
技
能
レ
ベ
ル

を
認
識
。
⑤
大
会
出
場

は
、
技
術
者
を
大
切
に

し
て
い
る
証
し
、
企
業

の
離
職
率
は
低
い
。

後
で
の
訓
練
は
、
大
き

な
負
担
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
訓
練
に
要
す

る
材
料
経
費
の
負
担
と

い
う
声
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
成
果
・
効
果

と
し
て
は
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
知
識
・
技
能

の
向
上
や
他
県
選
手
と

の
交
流
が
刺
激
に
な
っ

た
。意
識
の
向
上
な
ど
、

大
き
な
自
信
に
も
な
っ

た
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。

　
ま
た
、
事
業
主
か
ら

は
、
全
社
的
に
社
員
の

各地区ブロック推せん選手
として出場

ものづくりコンテスト等で
優秀な実力者が出場

東北から唯一競技員として活躍
する北田副理事長

各種受賞おめでとうございます

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
会

県
内
外
か
ら
153
人
の
参
加

県内外から多くの受講生が参加

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力１０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
岩手県支部／ 北上市上江釣子２地割５番地　TEL 0197-77-2546　FAX 0197-77-2527
連　絡　所／ 盛 岡 市☎ 019-687-1762 奥州市☎ 0197-25-4683 一関市☎ 0191-21-1084
 大船渡市☎ 0192-27-1855 釜石市☎ 0193-23-1460 宮古市☎ 0193-67-2138
 久 慈 市☎ 0194-55-3045 二戸市☎ 0195-25-5805 花巻市☎ 0198-45-3304
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当
会
上
部
団
体
で
あ

る
（
一
社
）
日
本
電
設

工
業
協
会
主
催
の
会
員

大
会
が
、
10
月
20
日
、

岡
山
市　
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
て
開

催
さ
れ
、
当
会
か
ら
松

日
本
電
設
工
業
協
会

平
成
28
年
度
会
員
大
会
、
岡
山
で
開
催

橋
会
長
、
千
田
専
務
理

事
が
出
席
し
た
。

　
大
会
に
は
、
全
国
の

会
員
４
７
２
名
と
、
ご

来
賓
と
し
て　
瀬
良
智

機　
国
土
交
通
省
中
国

地
方
整
備
副
局
長
を
は

じ
め
、
足
羽
憲
治　
岡

山
県
副
知
事
、
大
森
雅

夫　
岡
山
市
長
ら
が
出

席
し
た
。

　

大
会
は
、（
一
社
）

日
本
電
設
工
業
協
会　

山
口
学
会
長
の
挨
拶
、

来
賓
挨
拶
の
後
、「
担

い
手
育
成
・
確
保
に
向

け
て
」
と
題
し
、
人
材

育
成
委
員
会
副
会
長
の

池
田
秀
基
氏
か
ら
、
そ

し
て
「『
不
思
議
な
会

社
』
に
不
思
議
な
ん
て

な
い
」
と
題
し
、
島
根

県
電
業
協
会
会
長　
荒

木
恭
司
氏
か
ら
の
基
調

報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、大
会
決
議
と
し
て
、

新
た
に
策
定
さ
れ
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
推

進
し
、「
夢
と
生
き
が

い
の
あ
る
電
設
業
界
」

を
目
指
し
て
、
①
「
担

い
手
の
育
成
及
び
確
保

＆
生
産
性
向
上
」、
②

「
適
正
な
工
期
・
適
正

な
価
格
で
の
受
注
の
確

保
」、
③
「
分
離
発
注

の
推
進
」、
④
「
電
力

新
時
代
へ
の
対
応
」、

⑤
「
国
際
貢
献
、
海
外

展
開
の
取
り
組
み
」
の

５
つ
の
目
標
に
向
け
、

「
戦
略
的
広
報
活
動
・

関
係
団
体
等
と
の
連
携

強
化
」が
採
択
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
と

し
て
「
ひ
と
つ
の
こ
と

を
や
り
抜
く
力
」
と
題

し
、
元
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

ナ
ー
で
五
輪
メ
ダ
リ
ス

ト
の
有
森
裕
子
氏
の
講

演
、
引
き
続
き
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。
有
森
さ

ん
は
地
元
岡
山
市
の
ご

出
身
。
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
股
関
節
脱
臼
と

い
う
障
害
を
持
っ
て
い

た
為
、
こ
と
運
動
に
関

し
て
は
何
一
つ
で
き
な

い
劣
等
生
だ
っ
た
自
分

が
、
小
学
校
の
恩
師
の

言
葉
で
励
ま
さ
れ
、
マ

ラ
ソ
ン
に
目
覚
め
、
五

輪
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
る

ま
で
の
半
生
を
地
元
の

方
言
を
交
え
な
が
ら
講

演
し
、
出
席
者
に
感
動

を
与
え
た
。

　
な
お
、来
年
度
の（
一

社
）
日
本
電
設
工
業
協

会
会
員
大
会
は
、
北
陸

支
部
が
担
当
し
、
来
年

10
月
12
日
に
石
川
県
金

沢
市
で
行
わ
れ
る
。

　
当
協
会
元
副
会
長
の

後
藤
功
氏
（
東
北
電
設

工
業
株
式
会
社
代
表
取

締
役
）
は
、
去
る
11
月

15
日
㈫
、
石
井
国
土
交

通
大
臣
よ
り
黄
綬
褒
章

を
受
章
し
た
。

　
後
藤
氏
は
、
昭
和
49

年
関
東
方
面
の
企
業
に

就
職
。
翌
50
年
、
北
上

市
内
の
電
気
工
事
会

社
就
職
し
た
後
、
55
年

東
北
電
設
工
業
株
式
会

社
を
設
立
し
、
専
務
取

締
役
に
就
き
、
平
成
９

年
12
月
か
ら
社
長
に
就

任
。
平
成
５
年
か
ら
15

年
ま
で
の
５
期
10
年
間

に
わ
た
り
、
県
電
業
協

会
の
副
会
長
を
務
め
、

会
長
を
補
佐
し
協
会
の

適
正
運
営
に
手
腕
を
発

揮
し
、
実
績
を
挙
げ
、

協
会
活
動
を
通
じ
て
地

域
社
会
に
貢
献
し
、
電

気
工
事
業
界
の
発
展
向

上
に
努
め
た
功
績
が
認

め
ら
れ
今
回
の
栄
え
あ

る
受
賞
と
な
っ
た
。

秋の褒章

黄綬褒章受章
当協会元副会長　後 藤　功 氏

松
橋
会
長
、
千
田
専
務
理
事
が
出
席

後藤ご夫妻

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

電設資材総合商社
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金具製造・各種工具及び活線用防具
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株式
会社中北電機
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 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
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株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作
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